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8～9月の講座案内
一知ろう、語ろう、考えよう！一

　8月～9月の各講座は下記の

日程で開催されます。おさそい

あわせてご参加下さい。

村民教養講座

8月28日　午後7時半

　r北越雪譜」

○秋山の古風

○吹雪に焼飯を売る

○田代の七ツ釜

　講師　高橋　　実氏

婦人教養講座

8月26日　午後1時半

　r合成洗剤あれこれ」

講師　内田　旬子氏

家庭教育講座

8月20日　午後1時半
　r子供の性」

講師　丸山　貞介氏

9月3日　午後1時半
　r意志の強い子を育てる」

講師　新潟大学教授

　　　　　細井　房明氏

　青年教養講座

○社交ダンス

　8月6．13．20日
○デッサン、料理

　8月6．20日

　9月3．17日
　青年教養講座参加希望者は各

回の3日前までに公民館へ申し

込んで下さい。

福
祉
協
議
会
に
三
万
円
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

八
月
の
休
日
救
急
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
脇
◎
℃

盆
踊
り
を
お
楽
し
み
下
さ
い

　
八
月
十
四
～
十
六
日
の
お
盆
の
間
、

夜
七
時
半
よ
り
十
一
時
ま
で
、
総
合
セ

ン
タ
ー
広
場
で
盆
踊
り
大
会
が
催
さ
れ

ま
す
。
夜
店
な
ど
も
で
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
さ
そ
い
あ

わ
せ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

人
生
往
来

中
里
文
芸
七
月
投
稿

▽
俳
旬

惜
し
げ
な
く
花
百
合
提
げ
て
見
舞
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
雪

漢
谷
の
淵
寂
寛
と
山
女
釣
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岳
城

減
反
や
植
え
田
の
一
部
芦
の
沼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
山

搬
の
手
に
活
け
る
生
き
甲
斐
白
あ
や
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

田
草
這
ふ
農
婦
の
四
囲
の
杉
木
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

樹
海
よ
り
い
で
し
揚
羽
の
呼
吸
づ
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

ち
ら
と
笑
む
赤
子
の
眠
り
梅
雨
晴
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ウ

ひ
た
ひ
た
と
檜
葉
が
葉
合
す
梅
雨
の
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

し
づ
も
り
て
た
“
蝿
時
雨
寺
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
　
山

蟻
の
道
横
へ
延
び
行
く
果
て
は
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
子

▽
短
歌

水
堪
え
て
稲
田
は
静
か
に
暮
れ
ゆ
く
も

　
　
　
　
す
る
ど
き
葉
先
何
を
訴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
　
子

山
か
げ
の
緑
濃
き
田
を
見
お
ろ
し
て

　
　
　
指
差
す
老
父
の
話
聞
き
人
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
　
タ
カ

笹
の
葉
の
短
冊
に
顔
ほ
こ
ろ
び
ぬ

　
　
　
　
幼
き
頃
の
吾
子
を
偲
び
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
紗

子
袋
を
抱
え
ひ
た
す
ら
逃
れ
ゆ
く

　
　
蜘
蛛
に
草
刈
る
鎌
の
手
ゆ
る
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
　
ノ
ブ

幼
き
日
友
と
食
み
た
る
野
苺
の

　
　
　
触
る
る
も
の
な
く
草
蔭
に
ち
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
真
津

幼
ら
を
引
き
連
れ
通
る
猫
の
背
は

　
　
つ
ゆ
あ
け
し
陽
に
満
つ
る
足
ど
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
タ
マ
子

8
月
の
作
業
停
電

　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

◎
8
月
6
日
㈲

　
午
前
9
時
～
1
2
時
ま
で
芋
川
新
田

◎
8
月
8
日
㈹

　
午
前
9
時
～
12
時
ま
で
原
町
、
新
里

◎
8
月
27
日
㈲
　
午
前
9
時
～
12
時

　
程
島
、
東
田
尻
、
西
方
、
角
向
、

　
小
出
、
葎
沢
、
倉
下
、
h
倉
、

　
清
津
峡
温
泉

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
上
山
の
吉
楽
利
治
さ
ん
よ
り
故
母
ツ

タ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
村
の
社
会

八 八 八 八 八
月 月 月 月 月

≡ 二
四 宅 十 三

日 日 日 日 日
（日） （目） （日） （目） （目）

山 大 津　　　中 富 上　　　山

口 島 南　　　条 田 村　　　口

庵）医 （電）医 （電）病俺）病 俺）医 庵）病俺）医

五院1
二
中 下

二院1
二
二
川

五院七院
l　　l
三大三北

二院
1
三 神

二院二院…　　　i

…田二袋
○央条 九原 一割○原 二明 一・中一町
○通 五町 六野一・ 六町 七中
三り 七 一　　　八 九 四

上
村
病
院
は
救
急
指
定
病
院
で
す
。

◎
産
声

　
氏
　
名

村
山
宏
樹

古
高
之
秀

樋
口
干
晶

清
瀧
可
菜

◎
高
砂

緬
僻

瀟
繍

◎
昇
天

　
氏
　
名

瀧
澤
繁
久

渡
邊
タ
ケ
ノ

竹
藤
武
治

吉
楽
禎
一

吉
楽
　
ッ
タ

桑
原
正
明

服
部
福
太
郎

清
水
重
野

父
の
名

光
行

培
雄

賢
治

春
雄

政
信
（
美
）

智
子
（
二
八
）

政
夫
（
二
九
）

早
苗
（
茜
）

年
令

（
七
五
）

（
八
5

（
六
六
）

（
八
七
）

（
九
五
）

（
四
二
V

（
全

（
七
九
〉

山如山ヒ宮原朴角部　十新十堀　田干L田部
　来　　　　木　　　日屋日之　　　　　＿
崎寺崎し11中町沢問落　町敷町内　沢溝山沢洛
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響　私たちの村
人　口 7，155（一2）

男 3，541（一6）

女 3，614（＋4）

世帯数 1，651（＋1）

6月30日現在鰍

運
一

＿置堅　＝＝τ．
≡

監………ヨ
－＝

事．＿＿　　　一 劾’

i　発行所
：

：新潟県中魚沼郡
ロ

：中里村公民館
：

i毎月　1回25日
i定価　1部　5円
』一一一一一一一騨薗申一一一甲嘗一一一一一一

　
　
　
　
　
　
鳳
．
　

藤
　
、
撫

　
ゆ

雛
鷲

　
榊
　
漆

　
　
　
　
　
鉱

　
叢

、
　
鼻
　
麟

褻
　
　

灘
騨

　
　
　
　
　

　
　
藪
避
翻

　
　
　
　
げ
ド
ヤ

　
　
　
　
辮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏本番をむかえ、清津川では、今が鮎釣りの最盛期。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日曜日ともなれば、群馬県方面からくり出してくる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50～60人の釣り人に地元の人が加わってのミ大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盛況肋
養大物モを求めて　　　　　　　一方、6月8日、、、日の2日にわた．て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清津川に放流された鮎の稚魚は415kg、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約21万尾。

　　清津川の鮎釣り本番　　　．、釜鶴瀞欝鷲鷺濃溢縫誌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小型が多く、おとりの追いかけ具合はもう…歩とか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それでも、18cm前後に成長したというミ獲物ミを求める

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釣り人の熱いたたかいが続いている。
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第
四
回
目
を
む
か
え
た
今
年
の
村
民

体
育
祭
は
、
来
た
る
二
十
四
H
午
前
九

時
か
ら
田
沢
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ト
ラ
ッ
ク
競
技
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
種
目
な
ど
、
誰
で
も
楽
し
め
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
今

年
は
田
沢
を
除
く
各
地
区
に
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
を
運
転
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す

の
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
今
年
は
、
参
加
者
の
交
流
と
熱

戦
を
期
待
し
て
次
の
よ
う
な
組
分
廿
を

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
白
組
ー
清
津
峡
地
区
　
芋
川
新
田

　
　
　
　
桔
梗
原
、
通
り
山
、
東
田
沢

　
　
　
　
田
沢
、
山
崎

　
赤
組
－
高
道
山
地
区
　
干
溝
、
荒
屋

　
　
　
　
芋
沢

　
青
組
ー
倉
俣
地
区
　
田
中
、
小
原

　
黄
組
－
貝
野
地
区
　
如
来
寺
　
上
山

　
　
　
桂
、
豊
里

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
く
わ
し
い
内
容
な
ど

に
つ
い
て
は
、
後
日
配
付
い
た
し
ま
す
。

　
で
選
定
し
ま
す
。

一
、
融
額
　
木
造
住
宅
（
八
十
㎡
以
上
）

　
の
場
合
四
百
十
万
円
～
四
百
三
十
万

　
円
。
断
熱
構
造
化
工
事
を
行
う
場
合

　
十
万
円
～
三
十
万
円
。
太
陽
熱
温
水

　
器
設
置
工
事
を
行
う
場
合
は
十
万
円

　
の
融
資
額
の
加
算
及
び
老
人
（
六
十

　
五
才
以
上
）
等
が
同
居
す
る
場
合
五

　
十
万
円
～
百
五
十
万
円
の
融
資
額
の

　
割
増
し
制
度
が
あ
り
ま
す
。

一
、
利
率
　
年
五
・
五
％

一
、
返
済
期
悶
　
木
造
の
場
合
25
年
以
内

一
、
申
込
場
所
　
住
宅
建
設
場
所
と
同
一

　
県
内
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱

　
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関

◎
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金

融
公
庫
北
関
東
支
所
（
電
〇
二
七
二
－

三
二
－
六
六
五
五
）
又
は
お
近
く
の
公

庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
で
ご
相
談
下
さ

い
。

1
少
年
の
主
張
大
会
ー

　
　
　
8
月
2
1
日

　
　
　
　
　
　
市
民
会
館
で

なかさと第288号

　中里チーム初の二位
一郡市婦人バレーボール大会一

　
去
る
七
月
六
H
．

田
沢
中
学
校
体
育
館

で
各
市
町
村
ニ
チ
ー

ム
づ
つ
が
参
加
し
て

第
十
六
回
県
民
ス
ホ

ー
ツ
の
日
、
婦
人
バ

レ
：
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
勝
を
あ
げ
て
決
勝

戦
に
進
出
し
た
中
里

B
チ
ー
ム
（
田
沢
地

区
選
抜
）
は
、
津
南

B
チ
ー
ム
を
相
手
に

一
．
一
セ
ッ
ト
に
も
ち
こ

む
健
闘
ぶ
り
で
し
た

が
惜
し
く
も
敗
れ
』

位
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
里
村
B
チ
ー
ム

の
対
戦
成
績
は
次
の

通
り
で
す
。

窒
∴
邑
川
西
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
里
∴
遍
吉
町
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
置
賢
蕃
A

　
　
　
　
　
　
∩
∠
　
　
　
－

決
勝
戦

　
　
　
　
　
　
ア
ヒ
　

夏
聾
津
南
B

　
　
　
　
　
　
l
ー
ウ
山

個
人
住
宅
建
設
資
金
の

　
　
　
申
し
込
み
は

　
　
　
8
月
19
日
ま
で
に

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住
む

た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方
に
対
し
て

個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
し
込
み
受
付

け
を
次
の
要
領
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

一
、
受
付
期
問
　
7
月
29
H
～
8
月
19
日

一
、
選
定
方
法
　
先
着
順
に
ょ
り
無
抽
選

　
こ
の
大
会
は
、
十
日
町
中
魚
沼
郡
地

区
内
の
中
学
生
が
、
日
頃
考
え
て
い
る

清
新
か
つ
、
建
設
的
な
意
見
を
発
表
す

る
こ
と
に
ょ
り
、
自
ら
健
康
な
心
身
づ

く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
区
内
の

住
民
が
、
そ
の
健
全
育
成
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
来
た
る

八
月
二
十
一
日
に
十
日
町
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
十
二
時
五
十

分
か
ら
受
付
、
一
時
開
会
と
な
り
、
郡

市
内
の
中
学
生
約
十
二
名
が
学
校
、
家

庭
、
郷
土
及
び
友
人
等
の
か
か
わ
り
の

中
で
、
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
を
と
り

ま
と
め
た
提
言
や
希
望
を
五
分
以
内
で

発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

検
察
審
査
会
の

　
　
　
　
　
　
　
活
用
を

　
「
交
通
事
故
、
作
欺
そ
の
他
の
犯
罪

で
被
害
を
受
け
た
の
に
検
察
官
が
犯
人

を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
の
は
、
ふ
に

お
ち
な
い
已
　
「
選
挙
違
反
や
汚
職
等
で

大
き
な
疑
惑
が
も
た
れ
た
事
件
な
の
に
、

告
発
し
て
も
検
察
官
が
起
訴
し
な
か
っ

た
の
は
納
得
で
き
な
い
已
こ
ん
な
不
満

の
あ
る
人
の
た
め
に
検
察
審
査
会
制
度

が
あ
り
ま
す
。

審
査
会
は
、
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
か

ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
査
員

が
、
民
間
人
を
代
表
し
、
住
民
と
し
て

の
健
全
な
良
識
に
従
っ
て
、
検
察
官
の

不
起
訴
処
分
を
調
べ
な
お
し
て
く
れ
る

民
主
的
な
国
の
機
関
で
す
。

　
相
談
や
審
査
の
申
し
立
て
に
費
用
は

い
っ
さ
い
か
か
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に

左
記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
長
岡
市
信
濃
二
丁
目
六
番
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁
判
所
内

　
　
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

電
話
　
〇
二
五
八
ー
三
五
ー
二
一
四
一

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
ど
こ
の
学
校

プ
ー
ル
も
連
日
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
す
が
、
近
年
、
田
沢
小
、
中
学
校
プ

ー
ル
で
は
、
一
部
の
心
な
い
人
に
よ
っ

て
水
槽
内
外
に
空
缶
や
ゴ
ミ
、
あ
げ
く

の
は
て
は
瓶
の
破
片
ま
で
が
投
げ
す
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
児
童
、
生
徒

の
安
全
及
び
プ
ー
ル
管
理
に
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
。

　
子
供
達
の
楽
し
い
水
遊
び
と
鍛
練
の

場
で
あ
る
プ
ー
ル
が
、
一
部
の
心
な
い

人
に
よ
っ
て
損
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
厳
重
な
注
意
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

昭和55年7月25日発行（昭和37年6月27日第三種郵便物認可）II””1”””II第288号なかさと”“”1川〔3〕””1”1”

老
後
に

そ
な
え
て

今
か
ら
準
備
を

で
も
が
若
い
う
ち
か
ら
そ
の
資
金
を
出

し
合
っ
て
積
立
て
、
そ
の
時
の
生
活
に

備
え
よ
う
ー
と
い
う
の
が
年
金
制
度

な
の
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
農
業
、
漁
業
、
商
業

な
ど
自
営
業
の
人
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

の
人
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
年
金
制
度

で
、
歳
を
と
っ
た
り
、
障
害
者
と
な
っ

た
り
、
母
ヂ
世
帯
に
な
っ
た
場
合
に
年

金
を
受
け
、
生
活
の
安
定
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
国
民

年
金
に
は
、
厚
生
年
金
や
、
共
済
組
合

と
い
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
た
め
の
年

金
制
度
に
加
人
し
て
い
な
い
二
十
歳
か

ら
五
卜
九
歳
ま
で
の
人
が
当
然
加
人
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
成
人
を
迎
え
、

あ
る
い
は
会
社
を
や
め
、
結
婚
し
て
他

の
年
金
制
度
に
加
人
し
て
い
な
い
人
は
、

た
だ
ち
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

し
て
、
将
来
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

職
業
訓
練
校
生
募
集
の
案
内

　
ひ
と
の
一
生
を
み

る
と
、
人
学
、
成
人
、

就
職
、
結
婚
、
退
職

と
い
ろ
い
ろ
な
出
来

事
が
あ
り
ま
す
。
大

多
数
の
人
は
喜
び
と

悲
し
み
を
く
り
返
し

な
が
ら
、
暖
か
い
家

庭
と
平
穏
な
老
後
を

願
っ
て
い
ま
す
。
だ

れ
に
で
も
老
後
は
確

旨

畿、
魔

実
に
や
っ
て
き
ま
す
が
、
あ
な
た
は
平

穏
な
老
後
が
訪
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
戦
後
、
日
本
人
の
平
均
寿
命

は
驚
異
的
に
伸
び
て
い
る
な
ど
の
要
因

で
、
近
い
将
来
、
わ
が
国
が
「
老
人
国
」

に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な

い
事
実
で
す
。
具
体
的
に
は
、
現
在
、

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
一
人
を
二

十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
働
き
手
七

人
で
養
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
九
十
年

代
に
は
、
お
年
寄
り
一
人
を
，
働
き
手
三

人
で
養
な
う
時
代
に
な
る
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
は
歳
を
と
れ
ば
、

身
体
も
無
理
が
き
か
な
く
な
り
ま
す
し
、

そ
れ
に
つ
れ
て
収
入
も
少
な
く
な
り
ま

す
。

藪
総
．

　
　
遣
児
年
金

金年齢老

き＝冠
一
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
げ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ー
縄
塾
鞠
糠
、

が
ら
昧
専
，
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

讐
塩
ゼ
立
。
累

犠
2
霧
膿

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
お
年
寄

り
が
急
激
に
増
え
る
た
め
、
若
い
世
代

に
老
後
の
生
活
を
頼
り
き
る
こ
と
が
困

難
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
常
の
不

慮
の
事
故
に
も
役
立
つ
所
得
保
障
が
長

い
人
生
に
は
必
要
な
こ
と
か
ら
、
だ
れ

男・女消防官募集
　東京消防庁では、次の要領で男、

女消防官を募集しています。

　◎婦人消防官
受験資格一学校教育法による短大

卒以 kの学歴を有する者及び昭和
56年3月卒業見込みの者で昭和32
年4月2日以降に生れた女子。
試験日一第1次試験は9月22日。
第2次試験は11月4～6日。
受験申込一郵送の場合は8月29日
～9月5日の間に千代田区大手町
1丁目3番5号、東京消防庁人事
部人事課へ。

　◎男子消防官
受験資格一昭和26年4月2日～38
年4月1日までに生れた人で、学
校教育法による大学、短大、高等
専門学校卒業の者又は来春卒業見
込の者。高校卒の学歴を有する者
又は来春卒業見込の者及び高校卒
業程度の学力を有する者。

試験日一大学、短大卒は第1次9
月13日。第2次10月13～16日。
高率は第1次試験10月9日。第2
次試験11月22日、25日、26日。（高

卒の第1次試験は10月1日に長岡
でもおこなわれます。）

受験申込一大学、短大卒の場合は

8月20日～27日、高卒の場合は9
月12日～19日までに千代田区大手

町1丁目3番5号、東京消防庁人
事部人事課へ。

　詳細については、役場消防係へ
問い合せください。

　
県
立
テ
日
町
高
等
職
業
訓
練
校
で
は

次
の
．
要
領
で
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
織
布
科

　
性
別
、
年
令
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
公
共
職
業
安
定
所
お
よ
び
訓
練
校
に

　
「
人
校
申
込
淋
」
が
川
意
し
て
あ
り

　
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
必
．
要
事
項
を
記

　
載
し
て
安
定
所
又
は
訓
練
校
に
提
出

　
し
て
ド
さ
い
。
定
員
は
十
名
で
す
。

　
十
月
↓
臼
に
人
校
式
、
』
一
月
卦
．
二
日

　
修
了
式
で
技
能
習
得
の
期
間
は
六
ケ

　
月
と
な
り
ま
す
。
内
容
は
織
物
製
造

　
に
関
す
る
基
礎
知
識
に
つ
い
て
約
百

　
時
間
、
手
織
の
基
本
実
習
を
約
五
百

　
時
間
、
作
品
製
作
を
約
二
百
五
十
時

　
間
行
な
い
ま
す
。

◎
工
芸
織
物
科
、
染
色
工
芸
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ザ
イ
ン
科

応
募
資
格
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人

　
2
高
岡
　
は
9
手
人
　
へ

　
（
来
春
の
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
ま

　
た
は
、
そ
れ
と
同
程
度
の
学
力
を
有

　
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
で
、
色
覚
が

　
特
に
問
題
の
な
い
方
。

応
募
方
法
　
来
春
卒
業
見
込
の
方
は
、

　
①
人
校
願
書
②
応
募
書
類
そ
の
2
③

　
応
募
者
調
査
表
を
。
既
卒
者
の
方
は

　
①
人
校
願
井
②
成
績
証
明
書
③
六
ケ

　
月
以
内
の
健
康
診
断
書
を
提
出
し
て

　
ド
さ
い
。
　
（
既
卒
者
の
方
で
雇
用
保

　
険
有
資
格
者
は
、
一
．
一
月
末
日
迄
に
も

　
よ
り
の
職
業
安
定
所
に
必
ず
申
し
出

　
で
指
示
を
受
け
て
．
ト
さ
い
。
）

入
校
選
考

　
日
時
　
55
年
10
月
31
日
　
午
後
一
時

　
場
所
　
十
日
町
高
等
職
業
訓
練
校

　
科
目
　
現
代
国
語
　
数
学
－
　
面
接

　
詳
し
い
事
は
訓
練
校
（
七
ー
一
一
〇

　
五
）
又
は
十
日
町
安
定
所
（
七
ー
二

　
四
〇
七
）
へ
。

テ
ン
ト
の
貸
し
出
し
を

　
　
　
　
　
　
行
な
っ
て
い
ま
す

　
公
民
館
で
は
、
み
な
さ
ん
に
テ
ン
ト

の
貸
し
出
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
ン
ト
は
六
人
用
三
張
、
四
人
用
二

張
で
す
。
利
用
し
た
い
方
は
、
早
目
に

公
民
館
（
電
二
四
九
三
）
宛
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。


